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議事 

１．企画広報委員会の位置づけについて 
委員長より京情協における企画広報委員会の位置づけを考え直してみてはどうかとの提起があった。 
当委員会の現状の活動としては、会員名簿作成・ホームページ運用・インターキョート発行（２回／年） 

等、どちらといえば企業における総務的な役割であり、〔企画〕という分野の役割はほとんどなく、ま

た、協会内においても企画を提案する位置づけがない。 
今後の当委員会の位置づけとして〔企画〕という概念にとらわれない活動をしてはどうだろうか。具体

的には、広報活動（内部と外部に）を充実させる。 
① インターキョートの充実 
・ 他府県の同団体への取材 

・ 会員各社社員への取材 
・ 発行回数を増やす（４回／年）程度 
② 各委員会へのセミナー等への働きかけ（旗振り役） 

③ 当団体の組織拡充・拡大（新会員確保） 
④ 当団体の外及び内へのアピール（魅力ある団体作り） 
等の意見が出た。 

このような活動をしていく為には、しっかりしたルールを作り、委員各自の役割分担を明確にし、又、

事業推進委員会とのパイプも深め、きっちりとした予算の裏付けの下に活動していくことが大事である

との意見がでた。来期に向けて、１月以降に各員からの提案を元に、再構築して行く。 

 
２．会員名簿（改定版）の発行及び発送 
会員名簿（改定版）を６０部、１部当り８００円にて発行することとした。（予算は５万円） 

１１月中に発送。 
 
３．インターキョート新年号発行について 

１月中くらいに発行、できれば賀詞交換会に間に合えばよい。 
内容：セキュリティーフォーラムの報告 
   ボーリング大会の報告 

   グリーンサミットの報告 
   目玉として京都府のＩＴ責任者と当団体の北村会長との対談の記事の案。 
 

４．その他 
次回委員会開催までに、広報のあり方（具体的に）・京情協を外にアピールする為の当委員会としての企

画案を委員長までメールする。 

次回委員会開催は２００３年１月１６日（木）１７時より事務局会議室で行うこととなった。  以上 


